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研究成果のポイント  

①  ＥＳＤ年間指導計画を作成したことで，計画的に全教科でＥＳＤを実施できた。  
②  各教科とＥＳＤ指導内容とのつながりを整理したことで，学校全体での取組を推進

できた。  
③  複数の教科で題材とワークシートを共有することにより，教科固有のＥＳＤ指導内

容を明確にすることができた。  
 
１ 研究主題等 

（１）研究主題 

各教科等におけるＥＳＤ年間指導計画を作成しＥＳＤの視点を踏まえた指導方法の工

夫・改善を行うことで，生徒に多面的・総合的に捉える力及び協同的に課題解決して

いく力を育成する。 

（２）研究主題設定の理由 

本校は，昨年度から，主に第２学年の生徒が総合的な学習の時間等を利用して，御

調地域の「道の駅」及び福祉施設，幼稚園，保育所等と連携して，地域活性化のため

の方策を考え実践してきた。この教育活動には，地域からは高い信頼と大きな期待が

寄せられているが，この取組を通して，本校生徒には，特に次の２つの力の育成が急

務であることが明らかになった。  
ア生徒は，感情的に物事を判断する傾向があり，冷静に吟味させるためには，多面的・

総合的に捉える力を育成する必要があること。  
イ地域の人々と連携して活動している生徒の状況から，単に活動を共にすることだけ

ではなくて，その活動の目的や意義を明確にして，地域課題の解決に向けた実践力

を育成する必要があること。  
本校では，各教科の授業でＥＳＤの視点を踏まえた授業づくりを計画的に行ってい

くことを通して，生徒に多面的・総合的に物事を考察する力と協同的に課題解決する



実践力を育成できるのではないかと考えた。  
（３）研究体制 

              ミッション・ビジョンの策定  
              本校の授業づくりの年間計画の策定  
 
              ＥＳＤの視点を踏まえた授業づくりのための方策の設定  

（本校のＥＳＤの体制づくり，ＥＳＤ年間指導計画の進捗

状況管理，目指す授業像の設定，公開研究授業・授業研

究旬間の開催等）  
 
              各教科・科目でのＥＳＤの視点を踏まえた指導の目的の周  

  知徹底，ＥＳＤ年間指導計画の検討，指導内容や指導方法  
  の検討，他の教科・科目とのつながりの検討  

 
 
              各教科で ＥＳＤ年間指導計画の作成，  
              各教科での指導内容及び指導方法の検討  
 
              総合的な学習の時間における指導計画（探究活動）の作成  
              教科指導と総合的な学習の時間のつながりを意識した指導  
 
 

             ＥＳＤ年間指導計画に沿った指導の実践  
 
（４）１年間の主な取組  

平

成

26

年

度 

（４月）各教科のＥＳＤ年間指導計画の作成  
（７月）先進校の視察（愛知県立豊田東高等学校）  
（８月）第１回公開研究授業（国語総合，数学Ａ，コミュニケーション英語Ⅰ）

を実施  
（10 月）本校にて，教育課程調査官を招聘しての研究授業（コミュニケーション

英語Ⅱ，総合的な学習の時間（まなびのとびら）），ステップアップハイスクール

支援事業に係る研究授業（リーディング）を実施  
（11 月）「学校へ行こう週間」での公開授業（現代文，政治・経済，体育，介護

福祉基礎），第２回公開研究授業（化学，生物，ビジネス実務，フードデザイン，

総合的な学習の時間（未来に生きる）），ＩＣＴ活用提示授業（地理Ｂ）を実施  
（12 月）ＥＳＤの視点を踏まえた教科間のつながりを意識させた授業（生物），

ステップアップハイスクール支援事業に係る研究授業（数学Ⅰ）を実施 

 

２ 研究内容及び具体的な研究活動 

（１）研究内容  
アＥＳＤ年間指導計画の作成  
 年度当初に，各教科で年１回は全ての教員がＥＳＤの視点を踏まえた授業を行うこ

ととし，ＥＳＤ年間指導計画を作成した。  
イ先進校への視察  
 愛知県立豊田東高等学校を訪問し，ＥＳＤの視点を踏まえた授業を参観した。  
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ウ授業の実践  
公開研究授業等の機会でＥＳＤの視点を踏まえた授業を行い，明らかになった課題

を改善した。  
エ教科間のつながりを意識した授業  
 複数の教科で，ＥＳＤの視点に立った教科間のつながりを意識した取組を行った。  
（２）具体的な研究活動  
アＥＳＤ年間指導計画の作成  

各教科等においてＥＳＤの視点を踏まえた授業が行える単元を整理し，ＥＳＤの構

成概念を踏まえた単年度の年間指導計画を作成した。その際，特に２年次の総合的な

学習の時間での取組につなげていくために，各教科で行うＥＳＤの視点を踏まえた授

業は，「まちづくり」をテーマとした。各教科で習得した知識や技能を活用し，それを

総合的な学習の時間で探究活動へとつなげていくことを意識した。総合的な学習の時

間では，御調地域の活性化について考察させ，活動を計画した。  
イ先進校への視察  
 平成 26 年７月８日にＥＳＤ先進校である豊田東高校への視察を行った。豊田東高校

を選んだ理由は，地域とのつながりを重視している点など，本校の取組と類似してい

る点があったためである。授業は「異文化理解」と「生物基礎」の二つを参観した。「異

文化理解」では，インドを事例にして児童労働問題について考えさせていた。先進国

で主に消費されるサッカーボールやチョコレートは，児童労働によって作られている

ことなどを取り上げ，生徒が関心を持ちやすい授業内容であった。「生物基礎」では，

「密閉空間では，短いロウソクと長いロウソクは，どちらの火が早く消えるか」とい

う興味深い問いを立て，実験を通して多面的な見方や批判的思考力，協同して問いを

考察して解決する力を育成しようする授業であった。  
視察を通して，教科指導にＥＳＤを取り入れる際には，生徒が考えたくなるような

教材や発問を工夫する必要があることや，地球環境問題のような大きな問題ばかりで

はなく，地域社会とのつながりを重視することで，生徒が「持続可能な社会」をより

身近に考えることができることがわかった。  
ウ授業の実践  
 ８月の公開研究授業で，国語総合，数学Ａ，コミュニケーション英語Ⅰの３科目で，

ＥＳＤの視点を踏まえた公開研究授業を実践した。それぞれの教科でＥＳＤの視点を

踏まえた授業を行うことができたが，ＥＳＤの視点を踏まえた授業を作るに当たり，

教科指導で達成すべき目標とＥＳＤのつながりを整理することが必要であることが明

らかになった。そのため，事後に教科とＥＳＤ指導内容とのつながりを，本校では次

のように整理した。  
①理解レベル・思考レベルでの内容を扱う教科（教科の学習内容を理解し，思考させ

ることがＥＳＤの視点につながる，「地歴・公民科」「理科」「保健体育科」「家庭・

福祉科」「商業・情報科」）  
②技能レベルでの内容を扱う教科（教科の学習で技能や思考方法を習得させることが

ＥＳＤの視点につながる，「芸術科」「家庭科」「商業・情報科」）  
③情意レベルでの内容を扱う教科（教科の学習がＥＳＤを考える動機付けとなる，「国

語科」「数学科」「外国語（英語）科」）  
これらの三つの分類を意識して，その後「国語科」「地理歴史科・公民科」「理科」「保

健体育科」「外国語科」「家庭科」「商業科」の科目の授業を実施した。その実践の中で

は，ＥＳＤの視点を踏まえた授業を行う中で教科固有の目標を達成する授業を実践す

ることができ，多面的な考察を促すことができた。一方，「まちづくり」というテーマ



での授業実践では，テーマが漠然としていて教科間のつながりがつかみにくいという

ことが課題として明らかとなった。  
（３）教科間のつながりを意識した授業の取組  
 教科間のつながりをより明確にするための取組として，同じテーマを教科固有の視

点で取り上げる授業を行った。具体的には，「アウトレットモールを誘致する」という

テーマで，「理科」と「外国語」でそれぞれ授業を行った。「理科」では，生態系と生

物多様性の単元で，アウトレットモールを誘致することで環境に及ぼす影響について

考えさせた。「外国語」では，アウトレットモールを誘致することに賛成・反対という

意見を英語で述べることを目標として，その利点と欠点を考えさせ，自分の意見を述

べさせた。どちらの授業でも長所と短所を考えさせるという点で，ある程度共通の枠

組みを持ったワークシートを作成し使用することで，教科間のつながりをはっきりさ

せることができた。  
 
３ 研究の成果と課題 

（１）成果 

 １年目の成果として，次の４点が挙げられる。  
アＥＳＤ年間指導計画を作成し，計画的に実施することで，学校全体が組織的にＥＳ

Ｄに取り組むことができた。また，各教科とＥＳＤ指導内容とのつながりを明確に

することで，教科指導でのＥＳＤが取り組みやすくなった。  
イ教科間のつながりをはっきりさせる手立てとして，同じテーマを取り上げながらも，

教科固有の視点でワークシートを作成することが有効であることが分かった。  
ウ教科指導におけるＥＳＤでは，教科固有の目標を達成することを第一とし，その中

で，ＥＳＤの位置付けを明確にすることで，教科指導におけるＥＳＤへの取組がよ

り柔軟に行えることが明らかになった。  
エ生徒が，御調地域の「道の駅」で実践している地域活性化の活動は，この「道の駅」

を地方創生の拠点となる先駆的な「道の駅」として発展させる一因となるなど，意

味あるものとなっている。  
（２）課題 

 今年度は，各教科がまず取り組める単元でＥＳＤを行ったため，同じ題材を扱った

ものにならず，教科間のつながりが十分であったとは言い難い。ワークシートによる

工夫は有効であったため，今後，教科間のつながりをより明確にした指導を継続して

行っていくことが課題である。  
また，総合的な学習の時間の活動では，課題解決に向けて実践できているが，活動

の目的や意義を生徒が明確に理解しているとは言い難い。よって，活動の見通しと振

り返りの機会をさらに充実させる必要がある。  
（３）研究２年目へ向けての取組 

 教科間のつながりを持ったＥＳＤを展開するために，次年度次の４点の取組を行う。 
ア年間指導計画を立案する段階で，年に数回総合的な学習の時間と関連付けたテーマ

を設定し，各教科固有のねらいを明確にした授業を組織的・計画的に行っていく。  
イ教科間のつながりを明確にするために，ある程度共通のワークシート（雛形）を作

成して，それを活用した授業を行う。  
ウ総合的な学習の時間では，課題解決のための各活動の目的や意義を考察させるため

に，活動の見通しと振り返りの機会を充実させる。  
エ評価指標を開発し，生徒に７つの能力・態度が身に付いたかどうかを検証する。  


